　「灯のつどい」準備と手順
　
道場設営
　　1、堂内はできるだけ暗くしておく．通路は片付けておき、階段や段差がある場合は照明などを準備する。

　　2、本尊前に灯明を用意．これは道場長の手が届くようにしておく。

　　3、月影のテープ・CDとプレーヤーの準備、司会（維那）席に明かりを用意する。

　　4、座見の待機場所と動きの確認。予備のローソクを用意しておく。

子供への説明

　○儀式であることを説明して、おしゃべりをしないように注意しておく。
　○暗くても係の人がいるので安心するように。
　○気分が悪くなったら近くの係の人のところへ行く。
　　1、入堂の仕方

　　　　入堂は合掌して一列で歩きます。本堂に入ったら円を作り、円に整列ができたら円の内側を向きます
　　2、ローソクの持ち方、灯明の受け方回し方

　　　　燭台は合掌した手にはさんで持ちます。灯火は、火のついていない人がローソクを横にしてもらいます。
ローソクの上は炎が無くても熱いので覗かないようにする。特に髪の毛に注意。
ローソクを落としたら、近くの係の人が持っているのでもらって下さい．
　　3、ちかいのことば、よい子の集い綱領

　　4、月影を歌う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声は元気よく出しましょう

　　5、礼拝の仕方

　入堂

　　　　　堂内は仏前のみ点灯しておく。道場長は仏前にて待ち、

　　　　　　　　　　　　　　推那は一喝一下の間隔で木魚を打つ（無言）。または雅楽CD

　　　　　子供達が出発する時に、堂内に連絡するとよい。
　　　　　先進は後ろのことを考えて歩き、座見は子供が行き揚がわかるように指示し（肩
　　　　　などを押してあげるとよい）、手早くきれいに整列させる。仏前には道場長が入
　　　　　る間隔をあける。
　灯のつどい

　　　　　全員が整列を終えたら木魚を止める。道場長は本尊前から採灯して子供の輪に加わり、灯火を回す。
　勧誡師訓話

　　　　　全員が点灯後に訓話。内容は道場長にお任せする。
　月影斉唱
　ちかいのことば・よい子の集い綱領
　礼拝
　　　　　全員ご本尊の方を向きローソクをおいて座る．若干礼（12～20位）

　退堂
　　　　　ローソクを持って立ち、合掌したまま　推那は一喝一下の間隔で木魚を打つ（無言）　退堂する．
